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時間を表す・また，ダ（ご），G（y）はズ，yの分布関数を  

表し，ダ（0）＝G（0）＝0であるものとする．更に，Cl  

は故障を放置したときの単位故障時間当たりに要する  

費用を，C2は1回当たりの点検・調整に必要な費用を  

表す．   

以上の結果から  

1． はじめに  

製品の最終重量を計量する工程において，秤に狂い  

が発生すろことが少なくなく，狂いの生じた秤で計量  

した製品に記載された重量は実際の重量と異なること  

となる．このような秤の狂いは点検によって検出する  

ことが可能である．このような現状に対し，著者らは  

これまで，秤の点検政策に関する数理モデルの構築を  

試みてきた【1卜【4】・しかし現実には，異常の発生した  

秤で計量作業を行っている際，偶然あるいは経験的に  

秤の異常を発見できることもある．本研究では，この  

ように偶然による秤の異常検出を考慮した点検政策を  

提案する．   

ここでは，点検は調整作業を含んでおり，点検終了  

時点で秤は正常に戻るものとする．また，偶然あるい  

は経験的に秤の異常を発見したときには，即座に調整  

を行い秤を正常に戻すこととし，計量の終了した製品  

は逐次出荷するものとする．この上で，ここでは調整  

によって秤が正常に戻った時点から計測して，時間r  

が経過するか，あるいは発生した故障が偶然や経験に  

よって検出された時点で点検・調整を行うという点検  

政策を考える．  

C（r）＝ Cl  
（4）  

cl∬戸（〇）血－C2  

∬戸（ご）血＋∫叩－y）否（y）勾  

を得る．また  

C（r）＝ ＋∞  
。   

CIJly＋c2  
1iIn C（r）  

T→＋00  〃ズ＋〃y  

が成立する．但し  

槻＝瑚＝上∞和血  

上へ－  

否（y）勾  〃y ＝ 呵y】＝  

であり，〃ズ＜＋∞，〃y＜∞を仮定する．   

3．解析   

叩）＝芸宗［謁A（r卜叩）］（9）  

が成立するので  

叩）＝A（r）一叩） （10）  

とおくと，C′（r）の符号はβ（r）甲符号に一致する・  

従って以下では，β（r）の符号について調べる．  

2．期待車用   

前述したような方策を考えるとき，秤の点検・調整  

が完了した時点を再生点とする再生報酬過程が形成さ  

れる．よって，単位時間当たりの期待費用は次式で与  

えられる．  

C（丁）＝   
（1）  

ここに  

A（r）＝上丁和ゐ＋上丁叩－y）百（y）云y（2）  

上）（T）＝ －C2（＜0）  
。   

（11）   

（〝ズ＋〃y）  

（12）   

T  

叩）＝Cl上  ダ（r－y）C（y）砲＋c2   （3）  

Cl  
1im ヱ）（r）  

T一◆＋∝〉  1＋1imT→＋∞ガ（r）  ここに，確率変数ズ（＞0）は故障発生時刻を，y 

＿ ー（cl〃y＋c2）  
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が成立する．ここに  

ガ（r）≡  

定理1   

ダが〃Ⅵであるとき，  

（i）缶捗一器世－C2＞0ならば，C（r）を最小に  

する有限のr＝r■（＞0）が唯一存在し  

戸（71）  

（13）  

∬〆げ－y）否（y）勾  

であり，ガ（r）は次式を満足する．  

叫r）＝＋∞   
。   

次にβ（r）をrに関して微分すると   

cl∬●仲）否（r＊－∬）血  
（14）  C（r■）＝   

（17）  

戸（rり＋∬●拍）否（r＊－ヱ）血   

（ii）哉昭一荒肝－C2≦0ならば・r＊→＋∞・す  

なわち定期点検を行わないことが最適となり  

叩）＝［諾］′A（r） 
（15）  

より，β′（r）の符号は【β′（r）／A′（r）】′の符号に一致す  

る．更に  

Cl〃y＋c2  
C（r■）＝   （18）  

〃ズ＋〃y  

である．但し   

［謁］′  

Clガ′（ア）  

（16）  α＝1im ガ（r）  
T→＋∝）  

（19）  
【1＋茸（r）】2   

なる関係も成立するので，Sgn【Bl（T）／AI（T）］I＝－Sgn  

阿′（r）】である・但し，S卯（・）は・の符号を意味する・   

〟（r）については次の補助定理が成り立つ．  

補助定理1   

ダが〃明（九creαβれタ凡加代fね亡e）ならば，ガ（r）  

はr（＞0）に関して単調減少関数である．  

t証明】   

U＝ズ＋yとおき，打の分布関数をβ（f）と書くこ  

ととする．さらに，言（り＝1－5（t）と書く．このとき  

である．   

t証明】   

ダがIFRであるときガ（r）＜0であることから，式  

（15），（16）より，β′（r）＞を得る．よって，式（12）の  

1imT→＋∞β（r）＞0ならば，r＝r事（＞0）なる最適  

解が唯一存在する．しかし1imT・→＋∞β（r）≦0なら  

ば，C（r）は単調減少となり，r■→＋∞である．（証  

明終わり）  

上r  
4．数値例   

紙数の関係上，数値例は当日報告させて頂く．  

否（r）＝1－   ／（∬）G（r－エ）血  

である．ここで，ダがIFRであることから，  

∬J（擁（r－エ）血  

1－∫柏）C（r－∬）ゐ  
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J（r）∬戸（功（r一エ）血  

戸（r）   言（r）  

J（r）F（rト否（r）］  

戸（r） 言（r）  

J（r）  
＜  

が成立する．   

一方，ガ（r）をrについて微分すると  

〈．戸（静思禁（r，］ 〉  

ガ′（r）   

［か（r－y）百（y）勾］2  

を得る・よって，ガ′（T）＜0を得る・（証明終わり）   

以上の結果，次の定理が得られる．  
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